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【目的】マウスの乳仔では､生後 2週間目にピークとなるレプチン(Lep)サージが

みられる｡その生理的意義は不明であるが､Lepサージの早期化や増大が成長後の
肥満やメタポリックシン ドロームの発症と関連することが示唆されている｡我々

は､通常飼育で加齢により糖尿病を呈するマウス(ddY-H系:H系)とそのような症

状を呈しないマウス(ddY-L系:L系)を系統分離した｡H 系マウスは､摂餌量と体

重の増加がみられ､血中Lep濃度が高くなる｡そこで､本研究ではH系マウスに

おける Lepサージを明らかにすることを目的とし､妊娠期から授乳期までの母親

マウスと乳仔期のマウスの血中Lep濃度の変化について検討 した｡【方法】我々の

コロニーで繁殖した H系とL系のマウスを 4週齢で離乳し､標準固形飼料(MF,

オリエンタル酵母)で通常飼育した｡非妊娠時､妊娠時､授乳期の母親及び乳仔期

の仔マウスの血中 Lep濃度を測定した｡【結果及び考察】12週齢の雌性の H系マ

ウスでは､L系と比較して体重が多く､血中Lep濃度が 5倍高かった｡L系の雌性

マウスの血中 Lep濃度は､妊娠により5倍に増加 したが､出産直後から低下し､
授乳 14日目には妊娠前と同程度まで低下した｡一方､H系では妊娠前にL系より

5倍高く､妊娠により更に上昇し､出産直後も高値を維持 したが､授乳 14日目に

はL系と同程度まで低下した｡L系の仔マウスでは 14日齢にピークとなるLepサ

ージがみられたが､H系の仔マウスではLepサージの早期化と増大が認められた｡

この血中Lep濃度の上昇と脂肪組織におけるLepのmRNA発現増加 と相関性がみ

られ､H系乳仔マウスの血中Lep濃度の変動は､母親の血中Lep濃度ではなく､

脂肪組織における Lep産生と相関性があることが示唆された｡また､H 系マウス

では､遺伝的にLepサージの早期化と増大が発現することが明らかとなった｡


